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特集「海外からの大学引き揚げをめぐる問題とその位相－東亜同文書院大学から愛知大学への人事
的接合性と自国文化への接合－」?
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はじめに?
?  
愛知大学第 3 代学長を務めることになる小岩井浄は、1945 年 8 月 15 日を上海で迎えた。
そしてその時の上海を含む華中、とりわけ長江流域は「支那派遣軍」の総司令部が置かれ
ていた南京をはじめ日本軍の統治下にあり、来たるべき国民党軍による接収?1?を待ってい
た。当時、小岩井は東亜同文書院大学教授であり、国民政府からすでに共産党関係者とし
てマークされていた?2?。そして、そのことはまた、教員学生を含む同文書院関係者の早期
引揚げにもよい結果を招く事になる。?
? 戦前 1945 年 8 月の東亜同文書院大学閉鎖と、戦後 1946 年 3 月の愛知大学設立とに関わ
る重要人物の一人である小岩井浄は民権運動家・議会開設運動家を父に、教育県として知
られる長野の農村に生まれ、名門旧制松本中学?3?の出身者として、大正デモクラシー時期
に教養形成期を送り、地方エリートとして東京帝国大学法学部に進学し、「社会主義黎明
期」の在学中に社会主義の洗礼を受け、日本共産党の初期党員ともなった。そして、「知
識人」として人民戦線などの社会活動に関わった後に逮捕、「転向」後、上海に渡り、東
亜同文書院大学に所属することになった。そして戦後、愛知大学創設に関わったのである。
一まとめに言えば、戦前期にリベラリズムから社会主義活動家へ転じ、軍部の抑圧を受け、
草創期の戦後民主主義に希望を持った人物といってよい。すなわち、人生の上で、時代の
上で極端な変容に直面し、それに誠実に対応しようとした人物であった。本稿は、そうし
た小岩井浄が生きた時代と、小岩井の「転向」問題、そして東亜同文書院大学の日本本土
への引揚げを取り上げ、戦前・戦後の転換期における大学人のあり方を検討してみたい。
このことは、戦前期の軍国主義に向かう時代に自我を形成し、社会に関わり、国家権力と
の対峙の中で屈折を余儀なくされ、中国と関わり、戦後日本の再建に際してはアカデミズ
ムの世界に脚を置きつつ自らの夢を託そうとした姿を見ることができよう。?
? 本稿では、そうした小岩井浄の人生を、特に 1945 年 8 月から 1946 年 3 月の引揚げに到
るまでの時期を中心に検討し、歴史の変動期における一人の知識人と大学の変容を検討す
る一助としたい。言い換えれば、「転向」と「引揚げ」が本稿のテーマとなる。いずれも
近代史における重要なテーマでありながら、十分な検討がなされてきたとは言いがたい。
そこで、ここでは「左翼」から「転向」したとして小岩井浄が東亜同文書院大学に赴任し、
そして日本の敗戦に伴って「引揚げ」を余儀なくされた時代を見つめ直すことが課題とな
る。?
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